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概  要 

 

幅接ぎ用の板材の含水率変化に伴う変形を年輪から推測し (図 1) ，幅接ぎ

板の温湿度環境変化による反り変形が小さく抑えられるような配置構成を検

討する手法を考案した。いくつかの配置構成と変形予測の結果から，木裏側と

木表側を交互に並べる配置でも過大な反りが発生しうること (図 2) や，木裏

側だけを並べた配置でも反りを小さく抑えられる可能性があることが示唆さ

れた。変形予測の結果は，幅接ぎ板の環境試験で測定した反り変形の傾向をよ

く表しており，検討手法の妥当性が確認された。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

幅接ぎ接着では一般的に，反りの問題を避けるために木表側と木裏側を交互

に並べる構成が良いとされているが，十分な問題の解決はできていない。幅接

ぎ用材の年輪から変形を考えることにより，幅接ぎ板の反り変形をより正確に

予測することが可能となり，幅接ぎ材を適切に配置することで反りを小さく抑

えることができる。 

本技術の 

有用性 

幅接ぎ板の反り変形の抑制，反り止め金具等の簡素化または省略，板の表・

裏よりも色味・木目を優先した幅接ぎ接着などが期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真

等） 

 

 

 

 

 

 

図 1 板材の含水率 

変化による変形   図 2 幅接ぎ板の含水率変化による変形と予測値の比較 

適用可能製品 テーブル天板や椅子の座板などの幅接ぎ板を活用する製品 
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